
2021年6月より理事を拝命いたしております、株式会社サイトウ製作所の齋藤でござ
います。工業会では諸先輩方からの指導、そして理事や各委員会の活動等を通して沢山
の事を学ばせていただき感謝申し上げます。貴重な経験の元、得られる事の方が多い日々
ではございますが、工業会の発展のため尽力してまいる所存でございます。
私が理事を拝命した年は、新型コロナウイルスの感染が世界的に拡大し、前年に史上
初の開催延期となった東京五輪が無観客で開催される等世の中は混沌を極めていました。
それから今日に至るまでの日本をはじめとした世界各国の激動は私が語るまでも無いと思
います。先行きの見通しがつきにくい時間が経過する中ではありましたが、昨年末には製
造業界最大のイベントであるJIMTOFが4年ぶりにリアル開催され、年始には多くの新年
賀詞交歓がリアルで行われる等、緩和の動きが見られるようになりました。当工業会の賀
詞交歓会のお席では久しぶりに皆様と実際にお会いしてお話しする機会を得、2023年は
更なる復調を目指し手堅く進む事を確認し合えた事は幸甚の至りでございました。
世の中が徐々にコロナ禍からの脱却に動く中、政府は5月8日から新型コロナウイルス感
染症の「5類」移行を正式決定しました。今後起こる変化は未だ想像の域ではございますが、
この数年間で顕在化した多岐に渡る不確実性は今後も私達に試練を与えると思いますし、
これまでの数年間の過ごし方による違いが出てくるのではと身が引き締まります。
新型コロナウイルス感染症に端を発して、物流・人流が制限され、サプライチェーンも
機能しなくなり、昨年はロシアによるウクライナ侵攻、世界的な物価高騰と難題が横たわっ
ている状況ではありますが、特異な環境で各自が試行錯誤し、その中での気付きから変わ
ろうとする小さな芽生えが弊社内にもある事に気づきました。「自分一人で石を持ち上げる
気がなかったら、二人でも持ち上がらない（ゲーテ）」の言葉のように、自らが考え動かね
ば変化は起きません。どの様な状況下にあっても成長する事は出来、試練の中でこそ進化
できる事もあると思います。
製造業従事者が急増し、新しい産業の勢いが高まり始めた大正時代からバブル崩壊、リー

マンショックを経て、コロナ禍の令和の今に至るまで、製造業が売上高※に占める割合は3
割と変わらず日本経済に貢献をしています。
変化が激しく、多様化が進む環境の中、大小様々なメーカーが一体となって活動してい

る日本機械工具工業会も昨年一般社団法人化を果し、その活動範囲を拡げてゆく事と思
います。業界団体として、会員各社の皆様と手を携え、国内のみならずグローバルにその
存在を示して行けるよう工業会全体の益々の発展を願うと共に、微力ながらお役に立てれ
ばと思います。
　※ 商品等の販売額又は役務の給付によって実現した売上高（参考資料：総務省・経済産業省　
2020年経済構造実態調査」 一次集計）

（㈱サイトウ製作所　代表取締役社長）
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2023年新年賀詞交歓会

　1月17日、2023年新年賀詞交歓会が東京會舘丸の内
本館にて開催された。2020年以来3年ぶりの開催で正
会員、賛助会員をはじめ来賓、OB、報道など232名が
出席し盛会となった。
　年頭の挨拶で田中会長は「2023年度は半導体部品供
給不足の一定程度の回復、航空旅客需要が戻ることに
よる航空機生産の回復の見込みなどポジティブな面が
見えているので、懸念事項もあるもののぜひ2018年度
の5,194億円を上回る生産を目指し、過去最高を狙う
ことを意思表示させていただく。当工業会の2023年度
の重点施策はEV化対応・DX対応・環境対応・業界連
携の4つである。EV化対応については、EV化に伴う
新規部品への新工具や新工法の提案、自動車以外の航
空機産業やロボット産業への展開、会員各社の海外市
場展開のサポートなどに取り組む。DX対応では、もの
づくりの現場から販売・流通の現場までデジタル化を

サポートしていく。環境対
応では、カーボンニュート
ラルを目指した脱炭素社会
の実現への取り組みを進め
る。業界連携では、ものづ
くり関連団体との連携を更
に強化していきたい。」と決
意を述べられた。
　次に、来賓を代表して経
済産業省製造産業局産業機
械課の安田課長より「今年、
経済産業省はGX・DX・経
済安全保障の3つの軸で政
策に取り組んでいく。機械
工具について言えば、GX

ではEVをはじめとする新しい部品に対する工具の需
要、CO2を排出しないような工作工法のニーズが高まっ
てきている。DXでは、デジタル技術を使った新しい生
産手法やモニタリング等データを使ったソリューション
などが求められる時代に入った。GX、DXに取り組む
皆様に対する補助金も多数あるのでサポート策をぜひお
使いいただきたい。今年は国内投資を拡大し、イノベー
ションを起こし、生産性所得を向上させていくという好
循環を目指して、産業界の皆様と連携しながら取り組み
を進めていく。」と祝辞があった。
　続いて、寺島副会長が「今年の干支である癸

みずのと
卯
う
は物

事を理論立てて考えていけばきちんと成長していくが、
疎かになるとこんがらかるという年。2023年はこれか
らの日本や経済にとって非常に重要な年になると思う。」
と述べられ、乾杯の音頭を
とった。祝宴では出席者が
和やかに年始の挨拶を交わ
し歓談する姿が見られ、長
かった新型コロナウイルス
感染症の影響が払拭され、
コロナと共存していく新し
い未来を実感した。
　宴もたけなわの頃、佐橋
副会長が中締めの挨拶をさ
れ、最後は全員による万歳
三唱で締めくくられた。こ
うして、2023年の日本機
械工具工業会は新たなス
タートを切った。

■挨拶　田中会長

■祝辞　経済産業省 安田課長

■乾杯　寺島副会長

■中締め　佐橋副会長

■賀詞交歓会会場

■マスク姿で歓談する様子
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　技術者の相互研鑽および最新技術の紹介等を目的と
した第12回技術交流発表会が、2月3日に開催された。
会場はTKP品川カンファレンスセンター、リアル・
オンラインあわせて、40社192名の方が参加された。
　大石事務局長の開会の辞に続き、上坂委員長（住友

電工ハードメタル
㈱）より「3年ぶりに
受賞者の皆様にお
集まりいただき、リ
アルとオンラインを
併用して開催できた
こと、また、受賞さ
れた製品や技術につ
いて対面で議論や
懇談できる場を提

供できたことを嬉しく思っている。コロナ禍前は、大
きな会場で多くの方にご参加いただいた。今後も積極
的に集まってお話しいただける場を提供していきたい
と考えているため、来年はぜひ現地に足をお運びいた
だきたい。本日は、企業間の壁を越えた有意義な技術
の交流をお願いしたい。」と開会の挨拶をいただいた。
その後、髙橋副委員長（三菱マテリアル㈱）の司会進
行のもと、2022年度一般社団法人日本機械工具工業
会賞受賞記念講演として、下記8件についてご講演い
ただいた。
　講演会終了後は、懇親会および講演者への記念品贈
呈を行い、閉会した。

第12回　技術交流発表会

① 高能率・高精度　仕上げカッタ「MFF」の開発
京セラ株式会社

　三河営業所　石田　琢也

② CVD単結晶ダイヤモンド　ワイパーブレードの開発
住友電工ハードメタル株式会社

住友電気工業株式会社
ダイヤ・CBN開発部　大田　倫子

③ 動的BT 2面拘束工具ホルダシャンクの開発
株式会社 日研工作所
　本社工場　三角　進

④ 超硬OHノンステップボーラー　40-50WHNSBの開発
株式会社 MOLDINO

野洲工場　開発技術部　藤原　繁栄

⑤ 高硬度材加工工具用被膜「DUROREY」の開発
オーエスジー株式会社

オーエスジーコーティングサービス株式会社
コーティング開発室　王　媺

⑥ 「超極小インサート」を用いた肩削り工具の開発
株式会社 タンガロイ

技術本部　切削工具開発部　阿曽　孝洋

⑦ 仕上げ加工用工具（鏡面加工用工具）の開発
ユニオンツール株式会社

第二工具技術部
　エンドミル工具開発課　廣瀬　景太

⑧ 難削材加工用「ストライクドリルEZN形」の開発
ダイジェット工業株式会社

切削技術部　生技室
　大阪切削生技課　井上　裕貴

■受賞記念講演一覧（敬称略）

■発表会の様子■講演者

■上坂委員長
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第8回環境活動交流発表会が3月17日にホテルメル
パルク大阪にて開催され、参加企業数、並びに参加者
数は35社141名であった。コロナ禍を経て、3年ぶり
のリアル開催が実現し、オンラインとのハイブリッド
開催となった。
はじめに、「環境問題は世界共通であり、環境活動改
善のノウハウを各社で発表し合い、共有出来ることに
感謝したい。参考になる情報が多くあると思うので、環
境活動改善のスピードアップに役立てて欲しい。久しぶ
りのリアル開催のため実務担当者同士で情報共有する

場になれば。」とい
う石田委員長（オー
エスジー㈱）の開会
の挨拶のもと、前
村副委員長・環境
賞専門委員長（三
菱マテリアル㈱）の
司会進行とともに、
発表会を開始した。
冒頭、諏訪委員

（㈱タンガロイ）よ
り2022年度環境調査票集計報告と環境調査票の設問・
配点に関する説明の後、各受賞企業の紹介があった。
まず、「環境大賞」を受賞した三菱マテリアル㈱につい
ては「環境マネジメントシステムに基づく高レベルな
組織的な仕組みが構築されており、地球温暖化防止、
廃棄物削減等の環境活動に全社的に取り組まれ、醸成
されていることが他社の模範となり評価された。」と紹

介された。続いて、「これまでの継続的な環境活動やそ
れを維持する仕組みが毎年の好成績に反映されており、
特に環境マネジメントや化学物質管理に関する評価で
加点があった。」と紹介があったのは「環境賞」受賞の
京セラ㈱。そして、「環境特別賞」受賞のサンドビック㈱・
日進工具㈱については「継続して環境調査指標が向上
しており賞賛に値する。」と紹介があった。
その後、環境各賞受賞記念発表として上記4件に加

え、「環境活動賞」15件の計19件について、各社の担
当者より発表いただいた。カーボンニュートラルの実現
に向けて、各社のCO2排出量や廃棄物の削減、省エネ
やリサイクルの取り組み、再生可能エネルギーの導入
事例の発表の他にも、SDGsやDX化のようなサステナ
ブルな事業活動を目指すうえで重要となるホットトピッ
クスも見受けられた。様々な視点から自社の環境活動
について考えることができる有意義な時間となった。
最後に、前村副
委員長・環境賞専
門委員長より挨拶
があり、発表会は終
了した。その後、表
彰式と懇親会が行
われ、各受賞企業
へ表彰状の授与と
記念品贈呈を行い、
懇親会にて各社交
流を深め、盛会の
うちに閉会した。

第８回　環境活動交流発表会

■発表会の様子

■懇親会の様子

■前村副委員長

■石田委員長
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発表者一覧（敬称略）

【環境大賞】
三菱マテリアル株式会社

岐阜製作所　安全環境管理室　　佐伯　春樹

【環境賞】
京セラ株式会社　
　　　機械工具製造部　原料製造課　　福田　幸雄

【環境特別賞】2件
サンドビックツーリングサプライジャパン株式会社

　　　　　　　EHS　　手嶋　紀幸

 日進工具株式会社 仙台工場　　野澤　寛志

【環境活動賞】15件

■ 集中タンクシステムの稼働最適化
オーエスジー株式会社

　大池工場　第4製造部　　近藤　正

■コンプレッサ計画更新による省エネ、CO2排出量削減 
京セラ株式会社
　鹿児島川内工場　機械工具事業本部　

　　　川内生産技術課　　風間　隆秀

■ 廃プラスチック分別見直しによる産廃削減 
京セラ株式会社
　　　鹿児島川内工場　環境安全部環境課 
 松﨑　元基

■旧型一定速チラー更新における機種選定の一提案
住友電工ハードメタル株式会社

　　　生産技術開発部　　吉田　政憲

■ 包装手順要領のDX化
ダイジェット工業株式会社
　　　切削技術部　生技室　

大阪切削生技課　　井上　裕貴

■ ブレーキパッドの湿式加工の乾式化による改善
株式会社 タンガロイ

製品事業本部　韮崎工場　管理課　　橋口　和巳

■ 後付け自動水栓導入による節水
株式会社 タンガロイ

生産本部　九州工場　設備技術課　　荒木　亮輝

■ 焼成炉の詰め数アップによる省エネ
日本特殊陶業株式会社　
　　　NTKカッテイングツールズ　 

　　　　製造部　　西尾　敏和

■ 待機電力低減による洗浄機の省エネ
株式会社 不二越
　　　工具事業部　工具製造所　

生産技術部　　森　　健治

■ 工場からの可燃ごみ排出量低減
富士精工株式会社　鹿児島工場　

管理課　　冨田　哲史

■ ワーク洗浄装置によるパーツクリーナー使用量削減
富士精工株式会社　生産技術部

　　　グローバル生産技術課　　稲垣　龍太

■実地棚卸方法の見直しによる業務改善・環境改善
富士精工株式会社

　　　経営企画部　経理課　　丹羽　弘明

■ 薬品希釈濃度変更による水使用量の低減
富士精工株式会社 

熊本工場　管理課　　小島　一夫

■ 圧縮空気供給量の最適化
三菱マテリアル株式会社
　　　明石製作所　生産技術部　

設備技術課　　毛利　智生

■ 廃棄物ゼロエミッション継続の取組み 
三菱マテリアル株式会社　

筑波製作所　　練木　貴之

■受賞企業集合写真
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米国国際工作機械見本市（IMTS2024）共同出展に関するご案内

　この度日本機械工具工業会の新たな取り組みとして、アメリカ シカゴにて開催される全米最大の国際工作機
械展示会である「IMTS（International Manufacturing Technology Show）」に工業会会員で共同出展する
運びとなりました。
　IMTSは、欧州のEMO、日本のJIMTOF、中国のCIMTと並び4大工作機械見本市の一つです。IMTSの会
場であるマコーミックプレイスは東京ビッグサイトの2倍以上の広さを持ち、前回開催されたIMTS2022に於
ける総出展社数は1,272社と、JIMTOFと比較しても規模の大きさが伺えます。来場者数も約79,000名と非
常に注目を集めている見本市です。
　共同出展は1～ 2小間の出展を希望する会員を対象として、海外展示会への出展、並びに海外展開の一助と
なることを目的として企画されました。JTAとして出展社をまとめることで、単独出展では出すことが出来な

いスケールメリットを出すことが出来る他、初出展の会
員も安心して出展出来るようにJTA並びにJETROシカ
ゴオフィスがサポートを致します。
　企画に関しては国際委員会にて重ねて審議を行った結
果、比較的安価でシンプルな出展を目指すこととなりま
した。ご興味のある方は事務局にて個別に説明会を開催
いたしますので、是非お問い合わせください。

　2022年12月1日、2日の2日間、技術・環境合同委員会を
2019年以来3年ぶりに開催いたしました。1日目は愛媛県新居
浜市の別子銅山記念館を見学しました。2日目は上坂技術委員長、
石田環境委員長より委員会報告、各専門委員会委員長から活動
報告がありました。また事務局より統計の取り組み、クラウド
を活用したファイル共有の取り組みなどを紹介しました。出席
者は次の通りです。

■技術委員会出席者（敬称略社名50音順） 
　オーエスジー㈱ 長坂　康弘
　京セラ㈱ 日高　　正
　同 奥村　　隆
　住友電工ハードメタル㈱ 上坂　伸哉
　同 沖田　淳也
　㈱タンガロイ 望月　　桂
　冨士ダイス㈱ 齋藤　　実
　三菱マテリアル㈱ 河野　賢祐
　同 髙橋　秀史
　㈱MOLDINO 岩田　正己
　㈱彌満和製作所 中山　文利
　同 谷米　　学

■環境委員会出席者（敬称略社名50音順）
　オーエスジー㈱ 石田　　修
　同 清水　文人
　住友電工ハードメタル㈱ 花田　昂迪
　ダイジェット工業㈱ 家野　正勝
　日本特殊陶業㈱ 太田　吉保
　三菱マテリアル㈱ 前村　紀裕
　矢野金属㈱ 矢野　和義

■事務局出席者
　大石　哲也、尾山　卓

計21名

2022年度技術・環境合同委員会

■合同委員会の様子
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◆会社紹介と工場PR
　株式会社日研工作所は、工具保持工具であるツーリング、
工作機械周辺機器のCNC円テーブル、穴仕上げの切削工具
リーマを製造販売する工作機器の総合メーカーです。1958年
の創立以来、社名の由来である「日々研究」を旗印にお客様
のモノづくり改善に貢献する「道具作り」に専念して参りました。
　本社工場は、大阪府東部の大東市に位置し、敷地は
55,000m2を有します。当工場では前述の主要3製品を一貫
生産し、日本国内のみならず世界中のお客様に製品と改善を
お届けしています。工場内には、立・横型NC旋盤、複合加
工機、立・横型マシニングセンタ、円筒・内径・平面・工具
研削盤など多種多様な工作機械が整然と並び、多くがネット
ワークにつながり、ロボットやローダとともに忙しく稼働し
ています。また、真空浸炭炉や窒化炉を自ら備えて、こだわ
りをもったモノづくりを目指しています。ネットワーク上の
機械からはビッグデータを取得、機械稼働のモニタリングは
もちろんインラインで測定されたリアルタイムのデータを
フィードバックさせ、オペレータ間で共有・データ活用する
ことにより、生産の全体最適化に挑戦しています。近年、持
続可能な未来のための企業活動が模索される中で、当社は
2022年1月より、工場屋根20,000m2を利用した太陽光発
電設備、日研メガソーラーを設置し、グリーン電力の自社活
用を開始いたしました。発電規模はおよそ2,000kW、関西
エリアでは屋根設置のメガソーラーとして最大規模を誇って

います。当社は、2010
年より “Machining Eco”
（EcoはEcologyの意味
ではなくEnergy ＆ Cost 
savingを略した造語）と
いう標語を掲げて効率
的な機械加工を追求し

てまいりましたが、昨今のエネルギー事情や物価高を見ま
すと、まさに「我が意を得たり」という思いであります。

◆ご当地の紹介
　江戸時代中期1704年、河内平野の治水を目的とした大和
川の付け替え（大和川の付け替え図参照）が行われ、それに
伴う深

ふこ
野
の
池
いけ
、新開池の干拓、新田の大型造成によって、大東

市域はそれまでの姿を一変させました。とりわけ深野池の
300haにわたる新田開発（深野池跡の五新田図参照）は本願

寺難波別院が中心となり、
各地からの開拓民の参加
によって進められました。
新田にはそれを管理運営
する新田会所（平野屋新田
会所写真参照）が作られ、
一帯の農業と農村を形づ
くる中心的な役割を果た
したようです。
　こうした大開拓事業の結果、稲作を中心に木綿、菜種など
の当地生産高は飛躍的に増大し、江戸時代における「天下の
台所」としての商都「大坂（阪）」を支える農産物供給地の地
位を確立することになります。当社の現住所である「大東市
南新田」はこの地が生まれ、歩んできた歴史そのものをズバ
リ表したものです。農業生産の伸びは、更に地域自体の発展
を生み、当地は大坂と奈良を結ぶ交通の中継地となり、農産
物などの集散地としての役割は一層高まっていきました。寝
屋川、恩

おん
智
ち
川
がわ
の合流するエリアは貸客舟運の拠点として大い

に賑わい、「野崎参りは～屋形船で～」の歌で有名な「野崎参
り」など都市部との人の行き来も盛んになりました。
　こうして、この地域は豊かな農業生産を基礎におき、大阪
経済の支柱として、また北河内地域の中心地として、その後
成長していきます。
　このように奈良県と繋がる交通の要所であり、また大阪と
結ぶ近郊都市である今日の大東市の姿の原型は、約320年
前の当時の大新田開拓事業によって生まれたと言っても過言
ではないでしょう。

株式会社 日研工作所
〒574-0023　大阪府大東市南新田1丁目5-1
TEL 072-869-5860　FAX 072-869-6280
https://www.nikken-kosakusho.co.jp/

工場自慢
ツール
風土記

日研メガソーラー

平野屋新田会所

深野池跡の五新田

大和川の付け替え

※図・写真は大東市提供
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2022年暦年生産額推移
（単位：百万円）

品　　目
2021年 2022年
暦年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 1～6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 7～12月 暦年

ド リ ル 15,958 1,439 1,485 1,603 1,588 1,431 1,666 9,211 1,534 1,570 1,543 1,534 1,669 1,586 9,435 18,646
エ ン ド ミ ル 4,573 378 378 455 458 426 530 2,624 505 428 505 480 513 449 2,880 5,504
カ ッ タ 775 67 79 79 72 61 74 432 74 67 76 75 80 90 461 893
ギ ヤ カ ッ タ 8,218 772 679 750 741 677 720 4,339 690 622 703 715 757 732 4,219 8,558
ブ ロ ー チ 9,317 761 730 832 761 728 709 4,521 735 696 723 707 782 701 4,345 8,866
ねじ加工工具 35,483 2,888 3,108 3,497 3,240 2,928 3,414 19,077 3,252 3,069 3,325 3,556 3,656 3,237 20,094 39,171
バ イ ト 330 28 31 31 31 31 31 184 27 32 41 35 27 40 202 386
リ ー マ 1,572 114 143 124 139 237 141 898 136 123 150 135 133 144 822 1,721
鋸 刃 カ ッ タ 1,416 124 122 129 139 126 132 772 145 120 138 130 131 141 805 1,578
耐 摩 耗 工 具 2,244 177 175 209 173 156 175 1,065 182 178 177 174 179 188 1,079 2,143
特殊鋼工具計 79,885 6,747 6,928 7,710 7,343 6,802 7,593 43,123 7,279 6,906 7,381 7,542 7,927 7,307 44,343 87,466
ド リ ル 40,572 3,423 3,666 4,094 3,857 4,097 4,144 23,280 4,128 4,036 4,246 4,148 4,244 3,873 24,676 47,956
エ ン ド ミ ル 43,202 3,240 3,553 3,975 3,864 3,681 4,121 22,434 4,017 3,799 3,833 3,887 3,931 3,855 23,323 45,757
カ ッ タ 5,957 473 563 623 544 530 604 3,337 559 560 551 558 572 515 3,315 6,652
ねじ加工工具 3,593 322 327 365 361 326 386 2,088 402 380 386 412 386 334 2,301 4,388
バ イ ト 10,176 925 857 1,057 950 916 958 5,664 938 888 914 875 917 873 5,405 11,068
リ ー マ 3,052 226 263 254 306 226 240 1,514 233 231 262 234 250 256 1,465 2,980
鋸 刃 カ ッ タ 773 69 67 78 71 98 99 483 63 68 72 63 67 48 380 863
イ ン サ ー ト 164,687 13,891 13,840 15,918 14,240 13,627 15,587 87,104 15,035 14,507 15,690 14,728 15,315 14,334 89,610 176,714
耐 摩 耗 工 具 35,099 2,831 2,865 3,140 2,920 2,928 3,178 17,862 3,107 2,965 3,021 3,087 3,118 3,035 18,334 36,196
鉱山土木工具 8,480 634 676 723 724 735 835 4,328 885 847 785 799 735 665 4,715 9,043
超 硬 工 具 計 315,590 26,034 26,676 30,227 27,837 27,165 30,153 168,092 29,366 28,281 29,760 28,791 29,535 27,789 173,522 341,615
ド リ ル 1,122 88 100 100 86 77 110 562 92 89 71 72 93 121 538 1,100
エ ン ド ミ ル 1,516 99 129 126 134 98 161 746 124 138 151 146 138 124 820 1,566
カ ッ タ 666 46 53 60 57 44 56 315 55 28 53 38 53 34 262 577
イ ン サ ー ト 23,509 1,937 2,088 2,294 2,254 2,065 2,315 12,953 2,139 1,929 1,907 1,943 2,115 1,862 11,894 24,847
ダイヤ・CBN計 26,813 2,169 2,369 2,580 2,531 2,284 2,642 14,576 2,410 2,185 2,182 2,198 2,399 2,140 13,513 28,089
ド リ ル 57,652 4,949 5,251 5,797 5,531 5,605 5,920 33,053 5,754 5,695 5,860 5,754 6,006 5,580 34,649 67,701
エ ン ド ミ ル 49,291 3,716 4,059 4,556 4,456 4,205 4,812 25,804 4,646 4,365 4,488 4,512 4,583 4,428 27,023 52,827
カ ッ タ 7,399 586 694 762 673 635 734 4,084 687 656 680 671 704 639 4,037 8,121
ギ ヤ カ ッ タ 8,218 772 679 750 741 677 720 4,339 690 622 703 715 757 732 4,219 8,558
ブ ロ ー チ 9,317 761 730 832 761 728 709 4,521 735 696 723 707 782 701 4,345 8,866
ねじ加工工具 39,075 3,210 3,435 3,863 3,601 3,254 3,801 21,164 3,654 3,449 3,711 3,968 4,042 3,571 22,395 43,559
バ イ ト 10,506 953 888 1,089 981 948 990 5,847 965 920 955 909 944 913 5,607 11,454
リ ー マ 4,623 340 405 378 445 463 380 2,413 369 354 412 369 383 399 2,288 4,700
鋸 刃 カ ッ タ 2,189 193 190 207 210 224 231 1,255 208 188 210 193 198 189 1,185 2,440
イ ン サ ー ト 188,196 15,828 15,927 18,212 16,494 15,692 17,902 100,057 17,174 16,436 17,597 16,671 17,430 16,196 101,504 201,560
そ の 他 工 具 15,908 1,337 1,440 1,498 1,477 1,374 1,525 8,652 1,435 1,348 1,407 1,379 1,429 1,314 8,312 16,964
ボ デ ィ 関 係 18,368 1,541 1,586 1,927 1,697 1,590 1,720 10,061 1,691 1,528 1,747 1,730 1,791 1,675 10,163 20,224
切削工具小計 410,741 34,186 35,284 39,871 37,067 35,396 39,446 221,250 38,008 36,258 38,494 37,580 39,049 36,338 225,726 446,976
耐 摩 耗 工 具 37,342 3,007 3,039 3,349 3,093 3,084 3,353 18,927 3,289 3,143 3,198 3,261 3,298 3,223 19,412 38,339
鉱山土木工具 8,480 634 676 723 724 735 835 4,328 885 847 785 799 735 665 4,715 9,043
総 合 計 456,564 37,828 38,999 43,943 40,885 39,215 43,634 244,504 42,182 40,248 42,477 41,640 43,081 40,226 249,854 494,358
前 年 同 月 比 123.4% 116.3% 113.3% 111.8% 106.1% 108.3% 108.6% 110.6% 105.6% 113.1% 105.2% 103.4% 107.0% 103.3% 106.1% 108.3%

（出典：（一社）日本機械工具工業会 会員統計）

東京都千代田区神田須田町2-25 GYB秋葉原12階
TEL. 03-3526-6200　FAX. 03-3526-6301

URL  http://www.jta-tool.jp
E-mail  info@jta-tool.jp

印刷・製本：（株）アサヒ・エンタープライズ

会員代表者が交代されました。
株式会社 ナチツールエンジニアリング
　　　代表取締役社長　畑　保則　様　（3月1日付）

新会員代表者紹介

旧：日本電産マシンツール株式会社
新：ニデックマシンツール株式会社　（4月1日付）
旧：日本特殊陶業株式会社
新：NTKカッティングツールズ株式会社　（4月1日付）

会員社名変更

編集後記
　今年の春も全国的に暖かく、桜は例年より早咲きでした。桜の下、皆
で集うことも2019年ぶりに解禁となり楽しいお花見を楽しまれた方も
多いと思います。5月には新型コロナウイルス感染症も5類に移行され、
厳しい規制を伴う生活に終止符が打たれようとしています。コロナ禍に
よる、いくつもの「慣れ」が私たちの「習慣」となりました。それくらい
長い年月だったと思います。個人にとっても、企業にとっても、過去か
ら前進した「良い習慣」を今後も活かすことで飛躍し、さらに個人におい
ての選択が自由となり、それを受容できる協力的な社会であることを願

います。
　そして、皆さまの記憶にも新しいと思いますが、忘れられない出来事
となったのはWBC2023の日本優勝ではないでしょうか。今や世界的
スーパースターの大谷選手をはじめ、最前線で活躍する選手たちの渾身
のプレーは私たちに勇気と感動を与え、何よりも諦めない心の大切さを
教えてくれました。スポーツが与えてくれるポジティブなエネルギーは
非常に大きいものだと改めて実感しました。侍ジャパン、ありがとう！


